
JP 5237147 B2 2013.7.17

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像フレームに進入する車両を所定のフレームレートで撮像し、画像フレームデータと
して出力する撮像部と、
　前記画像フレームデータを取得し、前記画像フレームに撮像されたナンバープレートを
判読するナンバープレート判読部と、
　前記画像フレームデータを取得し、前記画像フレームへの車両進入を検知する車両進入
検知部と、
　前記画像フレームにおける前記車両の通過期間を判定する車両通過期間判定部と、
　前記ナンバープレートの判読における中間判定と、前記車両進入の検知における中間判
定と、の少なくとも一方に基づいて、記録画像フレームを決定する記録画像フレーム決定
部と、
　前記記録画像フレーム決定部が決定した前記記録画像フレームデータを記憶する画像デ
ータ記録部と、
を備えることを特徴とする通過車両記録システム。
【請求項２】
　前記記録画像フレーム決定部は、前記通過期間に、前記ナンバープレートの判読結果と
、前記車両進入の検知結果と、の少なくとも一方が得られた前記画像フレームを前記記録
画像フレーム候補とし、前記ナンバープレートの判読結果と、前記車両進入の検知結果と
、に基づく優先順位が高い前記記録画像フレーム候補を記録画像フレームとすることを特
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徴とする請求項１に記載の通過車両記録システム。
【請求項３】
　前記記録画像フレーム決定部は、車両進入が検知された前記画像フレームよりも、前記
ナンバープレートが判読された前記画像フレームを優先させることを特徴とする請求項１
から請求項２のいずれか１つに記載の通過車両記録システム。
【請求項４】
　前記車両通過期間判定部は、第１の画像フレームにおいて判読された第１のナンバープ
レートが、第２の画像フレームにおいて判読されなくなり、第３の画像フレームにおいて
車両進入方向の上流に、第２のナンバープレートが判読できた場合に、第１のナンバープ
レートを有する車両の通過期間を判定することを特徴とする請求項１から請求項３のいず
れか１つに記載の通過車両記録システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理によって通過車両を判定し画像フレームデータを記録する、通過車
両記録システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＥＴＣ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｔｏｌｌ　Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）は
、有料道路を利用する際に車両が一時停止することなくＥＴＣ料金所を通過でき、ＥＴＣ
車載器とＥＴＣ料金所のシステムが無線通信を利用して必要な情報を交換し、料金の収受
を行うシステムである。近年、ＥＴＣ利用の増加に伴い、有料道路の渋滞発生回数、渋滞
箇所はともに大幅に減少しており、さらなる普及が期待されている。
【０００３】
　しかしＥＴＣにおいて、有料道路利用料金の誤課金に対する苦情が寄せられる場合があ
る。この場合、有料道路の運用者は、その車両が確かにそのＥＴＣ料金所を通過したか否
かを確認する必要がある。このためＥＴＣ料金所では、ガントリ（構台、Ｇａｎｔｒｙ）
や路側に設置されたカメラによって通過車両の画像フレームデータが記録されており、有
料道路の運用者は、その画像フレームデータを用いて車両の通過確認を必要に応じて行っ
ている。同様に、このような画像フレームデータ記録は、駐車場を入退場した車両の画像
フレームデータを記録し、その画像フレームデータを用いて駐車場の運用者が車両の入退
場記録を必要に応じて確認するなどの用途にも使われている。
【０００４】
　このように通過車両の画像フレームデータを記録するため、運用者等によって通過ゲー
トや車両の通行路上に光学センサやループコイルなど専用の車両進入検知デバイスを設置
し、その車両進入検知デバイスからの検知信号をトリガとして車両の画像を撮像する通過
車両画像フレームデータ記録方式が知られている。しかし、この車両進入検知デバイスに
よる画像フレームデータ記録方式では、専用の車両進入検知デバイスを設置する必要があ
るため設備コストがかさみ、さらに車両進入検知デバイスの設置が物理的に困難な場合が
ある、という問題があった。
【０００５】
　そこで、専用の車両進入検知デバイスを設置せず、その代わりに通過ゲートや車両の通
行路上を路側カメラによって常時撮像し動画を記録する、常時撮像記録方式を用いること
がある。しかし、この常時撮像記録方式では常時撮像であるため動画データの容量が大き
くなり、そのデータ記録に必要な記録媒体も大きい記録容量が必要であるという問題があ
った。また、この常時撮像記録方式では車両が通過しているか否かに関わらず常時撮像を
しているため、運用者が車両の通過確認を行う際に、常時撮像により記録された膨大な動
画データから目的の車両画像を検索することが難しいという問題もあった。
【０００６】
　このため、通過車両のうち何台かを撮り逃すことがあったとしても、ほとんどの通過車



(3) JP 5237147 B2 2013.7.17

10

20

30

40

50

両を撮像し、その画像フレームデータを記録することができれば実用上充分であるという
場合には、画像処理によってナンバープレート（車両番号等）を判読し、その判読結果に
基づいて、記録する画像フレームデータであるか否かを判定する方式と、画像処理によっ
て車両進入検知し、その検知結果に基づいて、記録する画像フレームデータか否かを判定
する方式と、の２つの方式を用いることがある。
【０００７】
　しかし、ナンバープレートの判読結果に応じて画像フレームデータを記録する方式では
、画像処理によってナンバープレートの車両番号等が読み取れなかった場合に、車両を撮
り逃してしまうという問題があった。また、ナンバープレートが意図的に隠蔽されるなど
の悪質な場合に、常にその車両を撮り逃してしまうという問題もあった。
【０００８】
　一方、車両進入検知結果に応じて画像フレームデータを記録する方式では、画像処理に
よって車両進入検知したタイミングを撮像タイミングとしているため、車体とナンバープ
レートと運転者とがそれぞれ判別できる程度に１枚の画像フレームにまとめて記録されて
いるとは限らず、せっかく記録された画像フレームデータを車両確認に用いることができ
ない場合があるという問題があった。
【０００９】
　そこで、これら２つの方式を並行して用いることで各方式の互いの弱点を補完し、車両
の撮り逃しをなるべく少なくする通過車両記録方法が提案されている（例えば、特許文献
１参照）。
【００１０】
　なお、画像処理によるナンバープレート（車両番号等）判読方法としては、例えば特許
文献２に開示された方法が知られている。また、画像処理による車両進入検知方法として
は、例えば特許文献３に開示された方法が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開２００５－２４２９０６号公報
【特許文献２】特開２００８－３１０６２２号公報
【特許文献３】特開２００２－２４８０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかしながら、特許文献１に開示された方法では、車両とまでは判定できないが何かが
画像フレームに進入している、というような画像処理における中間的な判定状態を考慮し
ていないため、実際は車両であったにも関わらず車両と判定されなかったために撮り逃し
が発生し、結果として車両の検知精度が充分でないという問題があった。
【００１３】
　また、特許文献１に開示された方法では、画像処理によるナンバープレート（車体番号
）判読と、画像処理による車両進入検知と、のタイミングはそれぞれ独立であるにも関わ
らず、前述の中間的な判定状態を考慮せずにこれら互いの処理結果を突き合わせて画像フ
レームデータ記録処理を実行していたため、同一車両について撮像タイミングの異なる二
重撮りが発生し、同一車両の重複した画像フレームデータを記録することでデータ量が余
計に増大してしまうという問題があった。
【００１４】
　さらに、特許文献１に開示された方法では、前方を走行する車両と、その後方を走行す
る車両との車間距離が短い場合に、通過車両記録システムが車両分離に失敗し、それらの
車両が同一画像フレームに収まってしまうことで、複数の車両につき１枚の画像フレーム
しか記録されないことで撮り逃しが発生し、結果として車両の検知精度が充分でないとい
う問題があった。
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【００１５】
　本発明は、前記の諸点に鑑みてなされたものであり、確実に通過車両を記録する通過車
両記録システムを提供することを目的とする。
【００１６】
　さらに本発明は、画像フレーム数を少なく抑えながら通過車両を記録する通過車両記録
システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明は、上記の課題を解決するためになされたものであり、画像フレームに進入する
車両を所定のフレームレートで撮像し、画像フレームデータとして出力する撮像部と、前
記画像フレームデータを取得し、前記画像フレームに撮像されたナンバープレートを判読
するナンバープレート判読部と、前記画像フレームデータを取得し、前記画像フレームへ
の車両進入を検知する車両進入検知部と、前記画像フレームにおける前記車両の通過期間
を判定する車両通過期間判定部と、前記ナンバープレートの判読における中間判定と、前
記車両進入の検知における中間判定と、の少なくとも一方に基づいて、記録画像フレーム
を決定する記録画像フレーム決定部と、前記記録画像フレーム決定部が決定した前記記録
画像フレームデータを記憶する画像データ記録部と、を備えることを特徴とする通過車両
記録システムである。
【００１８】
　また本発明は、前記記録画像フレーム決定部が、前記通過期間に、前記ナンバープレー
トの判読結果と、前記車両進入の検知結果と、の少なくとも一方が得られた前記画像フレ
ームを前記記録画像フレーム候補とし、前記ナンバープレートの判読結果と、前記車両進
入の検知結果と、に基づく優先順位が高い前記記録画像フレーム候補を記録画像フレーム
とすることを特徴とする通過車両記録システムである。
【００１９】
　また本発明は、前記記録画像フレーム決定部が、車両進入が検知された前記画像フレー
ムよりも、前記ナンバープレートが判読された前記画像フレームを優先させることを特徴
とする通過車両記録システムである。
【００２０】
　また本発明は、前記車両通過期間判定部が、第１の画像フレームにおいて判読された第
１のナンバープレートが、第２の画像フレームにおいて判読されなくなり、第３の画像フ
レームにおいて車両進入方向の上流に、第２のナンバープレートが判読できた場合に、第
１のナンバープレートを有する車両の通過期間を判定することを特徴とする通過車両記録
システムである。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、確実に通過車両を記録するため、通過車両記録システムが、車両とま
では判定できないが何かが画像フレームに進入している、というような画像処理における
中間的な判定状態を考慮し、実際は車両であったにも関わらず車両と判定されなかったた
めに撮り逃しが発生することを防止するので、車両の検知精度を向上させることができる
。
【００２２】
　また本発明によれば、通過車両を記録した画像フレーム数を少なく抑えながら通過車両
を記録するため、通過車両記録システムが、画像処理における中間的な判定状態を考慮し
、画像処理によるナンバープレート（車体番号）判読と、画像処理による車両進入検知と
、の優先順位が考慮された互いの処理結果を突き合わせて画像フレームデータ記録処理を
実行するので、同一車両について撮像タイミングの異なる二重撮りが発生せず、同一車両
の重複した画像フレームデータを記録しないので、データ量が余計に増大してしまうこと
を防止することができる。
【００２３】
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　また本発明によれば、確実に通過車両を記録するため、前方を走行する車両とその後方
を走行する車両との車間距離が短い場合に、通過車両記録システムが適切に車両分離する
ことで、複数の車両につき１枚の画像フレームデータしか記録されないことで撮り逃しが
発生するのを防止するので、車両の検知精度を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の第１の実施形態における、通過車両記録システムの構成を示した図であ
る。
【図２】本発明の第１の実施形態における、「ＮＰ結果」と、「ＣＤ結果」と、「記録画
像フレームデータ」と、の関係を示した表である。
【図３】本発明の第２の実施形態における、「画像フレーム」と、「ＮＰ結果」と、「Ｃ
Ｄ結果」と、の一例を示した図である。
【図４】本発明の第２の実施形態における、「ＮＰ結果」と、「ＣＤ結果」と、「記録画
像フレームデータ候補」と、「画像優先順位」と、の関係を示した表である。
【図５】本発明の第３の実施形態における、「画像フレーム」と、「ＮＰ結果」と、「Ｃ
Ｄ結果」と、の一例を示した図である。
【図６】本発明の第３の実施形態における、画像フレームにおける、「上流」と、「中流
」と、「下流」と、を示した図である。
【図７】本発明の第３の実施形態における、「画像フレーム」と、「ＮＰ結果」と、「Ｃ
Ｄ結果」と、「ナンバープレート位置」と、の関係を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　 [第１の実施形態]
　本発明を実施するための第１の実施形態について説明する。図１は、通過車両記録シス
テムの構成を示した図である。当該通過車両記録システムは、撮像装置１０と、画像処理
装置２０と、送信装置３０と、受信装置４０と、記録装置５０と、を備える。
【００２６】
　撮像装置１０は、例えばガントリ（構台、Ｇａｎｔｒｙ）や路側に設置されたカメラで
あって、撮像範囲１１を通過する車両を所定のフレームレート、例えば３０[ｆｐｓ]で動
画撮像し、画像処理装置２０に画像フレームデータを出力する。ここで、車両１００と車
両１０１を通過車両として、以下に説明を続ける。なお、通過車両の撮像方向は、上から
の撮像に限る必要はなく、ナンバープレート（車両番号等）を読み取ることができれば、
例えば横方向からの撮像としてもよい。また、撮像装置１０は複数台あってもよい。
【００２７】
　画像処理装置２０は、画像処理部２１と、記憶部２２と、を備える。画像処理部２１は
、画像フレームデータを画像処理し、ナンバープレート（車両番号等）を判読する。また
画像処理部２１は、画像フレームデータを画像処理し、車両進入検知する。画像処理部２
１は、ナンバープレート（車両番号等）の判読結果（以下、ＮＰ結果と称する）と、車両
進入検知結果（以下、ＣＤ結果と称する）と、に基づいて、記録装置５０に記録する画像
フレームデータ（以下、記録画像フレームデータと称する）を、以下のように決める。
【００２８】
　図２は、「ＮＰ結果」と、「ＣＤ結果」と、「記録画像フレームデータ」と、の関係を
示した表である。「ＮＰ結果」は、車両番号等の判読度合であって、「○」は「車両番号
等が全部判読された」ことを意味し、「△」は「車両番号等が部分的に判読された」こと
、すなわち「中間的な判定状態（中間判定）」を意味し、「×」は「車両番号等がまった
く判読されなかった」ことを意味するものとする。
【００２９】
　また「ＣＤ結果」は、車両の検知度合であって、「○」は「画像フレームへの車両の進
入を検知した」ことを意味し、「△」は「画像フレームへの何らかの進入を検知したが、
車両と判定されなかった」こと、すなわち「中間的な判定状態（中間判定）」を意味し、
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「×」は「画像フレームへの進入をまったく検知できなかった」ことを意味するものとす
る。
【００３０】
　さらに「記録画像フレームデータ」において、「○」は「記録画像フレームデータであ
る」ことを意味し、「×」は「記録画像フレームデータでない」ことを意味する。画像処
理部２１は、図２に示した表に基づいて、例えば「ＮＰ結果が○」かつ「ＣＤ結果が○」
である画像フレームデータであれば、記録画像フレームデータである、と決める。
【００３１】
　記録画像フレームデータであると判定した場合、画像処理部２１は、記録画像フレーム
データを送信装置３０に出力する。ここで画像処理部２１は、「記録画像フレームデータ
」を１回決めるごとに、その１枚の記録画像フレームデータを送信装置３０に出力するも
のとする。なお、記録装置５０のデータ容量に余裕がある場合、画像処理部２１は、「記
録画像フレームデータ」を１回決めるごとに、時間的にその「記録画像フレームデータ」
前後の所定枚数の連続した画像フレームデータを送信装置３０に出力する、としてもよい
。
【００３２】
　一方、記録画像フレームデータでないと判定した場合、画像処理部２１は、その画像フ
レームデータを送信装置３０に出力しない。なお、図２に示した「ＮＰ結果」と、「ＣＤ
結果」と、「記録画像フレームデータ」と、の関係は一例であって、ここで示した例に限
定されなくてもよい。例えば、画像処理部２１は、「ＮＰ結果」と「ＣＤ結果」のいずれ
かに「△」又は「○」がある画像フレームデータを、記録画像フレームデータとしてもよ
い。
【００３３】
　画像処理部２１は、図２に示された表データを記憶部２２から取得する。記憶部２２は
、図２に示された表データを記憶する。なお記憶部２２は、図２に示された表データのほ
か、画像処理部２１から出力された一時的なデータを記憶する、としてもよい。
【００３４】
　送信装置３０は、画像処理部２１から記録画像フレームデータを取得し、受信装置４０
に出力する。受信装置４０は、記録画像フレームデータを記録装置５０に出力する。記録
装置５０は、記録画像フレームデータを記憶する。なお、記録装置５０は、記録画像フレ
ームデータのほか、それに対応する「ＮＰ結果」「ＣＤ結果」等を記憶する、としてもよ
い。
【００３５】
　このように、本発明の第１の実施形態により、確実に通過車両を記録するために、通過
車両記録システムが、車両とまでは判定できないが何かが画像フレームに進入している、
というような画像処理における中間的な判定状態を考慮し、実際は車両であったにも関わ
らず車両と判定されなかったために撮り逃しが発生することを防止するので、車両の検知
精度を向上させることができる。
【００３６】
　 [第２の実施形態]
　本発明を実施するための第２の実施形態について説明する。当該通過車両記録システム
は、第１の実施形態の通過車両記録システムと同構成を備える。
【００３７】
　記憶部２２は、記録画像フレームデータの候補を記憶する。また記憶部２２は、後述す
る図４に示された表データを記憶する。記憶部２２は、記憶したデータを画像処理部２１
の指示に応じて削除する。記憶部２２のその他の動作は、第１の実施形態と同様である。
【００３８】
　画像処理部２１は、画像フレームデータを画像処理し、ナンバープレート（車両番号等
）を判読する。また画像処理部２１は、画像フレームデータを画像処理し、車両進入検知
する。画像処理部２１は、ＮＰ結果と、ＣＤ結果と、に基づいて、記録画像フレームデー
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タの候補を、以下のように選択する。
【００３９】
　図３は、「画像フレーム」と、「ＮＰ結果」と、「ＣＤ結果」と、の一例を示した図で
ある。図３において、上段から下段に向かって時間が経過するものとする。「画像フレー
ム」は、撮像装置１０が、通過車両を所定のフレームレートで動画撮像し、画像処理装置
２０に出力した画像フレームデータである。ここで、「ＮＰ結果」と「ＣＤ結果」が、図
３に示されたようになったとする。
【００４０】
　画像処理部２１は、１車両の通過期間を判定し、その１車両につき１枚の記録画像フレ
ームデータを決定する（以下、車両分離と称する）。ここで画像処理部２１は、「ＣＤ結
果」において「○」が連続した期間を１車両の通過期間として、その期間につき１枚の記
録画像フレームデータを決める。第１の実施形態の図２に示した表によれば、「ＮＰ結果
が△」かつ「ＣＤ結果が○」の「画像フレーム」と、「ＮＰ結果が○」かつ「ＣＤ結果が
○」の「画像フレーム」と、はいずれも「記録画像フレームデータ」が「○」であるため
、画像処理装置２０は、このままでは車両１０１について２枚の記録画像フレームデータ
ができてしまうことになる。そこで画像処理装置２０は、図４に示す表を用いて、１枚の
記録画像フレームデータを、以下のように決める。
【００４１】
　図４は、「ＮＰ結果」と、「ＣＤ結果」と、「記録画像フレームデータ候補」と、「画
像優先順位」と、の関係を示した表である。画像処理部２１は、図４に示された表データ
を記憶部２２から取得する。図４に示した表において、「ＮＰ結果」と「ＣＤ結果」は、
図２に示した表と同じである。「記録画像フレームデータ候補」において、「○」は「記
録画像フレームデータの候補である」ことを意味し、「×」は「記録画像フレームデータ
の候補でない」ことを意味する。画像処理部２１は、図４に示した表に基づいて、例えば
「ＮＰ結果が○」かつ「ＣＤ結果が○」である画像フレームデータを、記録画像フレーム
データの候補である、と決める。
【００４２】
　「画像優先順位」の各数値は、「記録画像フレームデータ候補」の優先順位であり、小
さい値ほど優先順位が高いことを示す。この優先順位は、「記録画像フレームデータ候補
」における「ＮＰ結果（車両番号等の判読度合）」と「ＣＤ結果（車両の検知度合）」に
応じた順位である。ここで、「ＣＤ結果」よりも「ＮＰ結果」を重視するものとする。な
ぜなら、「ＮＰ結果」は車両が通過した場合のみ「○」又は「△」となるのに対して、「
ＣＤ結果」は車両以外が通過した場合でも「○」又は「△」となる可能性があるため、判
読精度、検知精度が同等でないためである。
【００４３】
　画像処理部２１は、「画像優先順位」に基づいて、記録画像フレームデータを決める。
画像処理部２１は、記録画像フレームデータの候補であると決めた画像フレームデータを
、記憶部２２に記憶させる。ここで、すでに記憶部２２に記憶させた１車両の記録画像フ
レームデータの候補がある場合、画像処理部２１は、より優先順位の高い記録画像フレー
ムデータの候補を記憶部２２に記憶させ、それまで記憶させた優先順位の低い記録画像フ
レームデータの候補を記憶部２２から削除する。
【００４４】
　画像処理部２１は、「ＣＤ結果」が「×」になった場合、１車両が通過したと判定し、
記録画像フレームデータを記憶部２２から取得する。前述のように、この記録画像フレー
ムデータは、１車両を撮像した記録画像フレームデータの候補のうち最も優先順位の高い
記録画像フレームデータである。画像処理部２１のその他の動作は、第１の実施形態と同
様である。また、その他のブロックの動作は、第１の実施形態と同様である。
【００４５】
　なお、図４に示した「ＮＰ結果」と、「ＣＤ結果」と、「記録画像フレームデータ候補
」と、「画像優先順位」と、の関係は一例であって、ここで示した例に限定されなくても
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よい。例えば、画像処理部２１は、「ＮＰ結果」と「ＣＤ結果」のいずれかに「△」又は
「○」があれば、それを記録画像フレームデータの候補としてもよい。
【００４６】
　このように、本発明の第２の実施形態により、通過車両を記録した画像フレーム数を少
なく抑えながら通過車両を記録するために、通過車両記録システムが、画像処理における
中間的な判定状態を考慮し、画像処理によるナンバープレート（車体番号）判読と、画像
処理による車両進入検知と、の優先順位が考慮された互いの処理結果を突き合わせて画像
フレームデータ記録処理を実行するので、同一車両について撮像タイミングの異なる二重
撮りが発生せず、同一車両の重複した画像フレームデータを記録しないので、データ量が
余計に増大してしまうことを防止することができる。
【００４７】
　 [第３の実施形態]
　本発明を実施するための第３の実施形態について説明する。当該通過車両記録システム
は、第２の実施形態の通過車両記録システムと同構成を備える。
【００４８】
　画像処理部２１は、画像フレームデータを画像処理し、ナンバープレート（車両番号等
）を判読する、また画像処理部２１は、画像フレームデータを画像処理し、画像フレーム
における「ナンバープレートの位置」を認識する。「ナンバープレートの位置」について
は、図６と図７で後述する。車両番号等を得た場合、画像処理部２１は、次画像フレーム
以降の「ＮＰ結果」が「×」であるか否かについて判定をする。また「ＮＰ結果」が「×
」であった場合、画像処理部２１は、次画像フレーム以降の「ＮＰ結果」が「○」である
か否かについて判定をする。
【００４９】
　画像処理部２１は、画像フレームデータを画像処理し、車両進入検知する。画像処理部
２１は、ＮＰ結果と、ＣＤ結果と、後述する図７の「ナンバープレート位置」と、に基づ
いて、記録画像フレームデータの候補を、以下のように決める。
【００５０】
　図５は、「画像フレーム」と、「ＮＰ結果」と、「ＣＤ結果」と、の一例を示した図で
ある。図５において、上段から下段に向かって時間が経過するものとする。「画像フレー
ム」は、撮像装置１０が、通過車両を所定のフレームレートで動画撮像し、画像処理装置
２０に出力した画像フレームデータである。ここで、「ＮＰ結果」と「ＣＤ結果」が、図
５に示されたようになったとする。
【００５１】
　画像処理部２１は、車両分離を実行する。しかし、図５に示された場合に対して、第２
の実施形態と同じ手順で車両分離を行うと、車両１０１と車両１００の２車両が撮像され
たにも関わらず、画像処理部２１は、図５において「ＣＤ結果」の「○」が連続している
ために、２車両につき１枚の記録画像フレームデータを決めてしまい、撮り逃しが発生し
てしまうことになる。
【００５２】
　また「ＮＰ結果」は、ナンバープレートの複雑な文字、数字を画像処理によって判読し
た結果であるため、「○」になったとしても、それが読み取り間違いをしている可能性が
あることも考慮する必要がある。そこで画像処理装置２０は、図７に示す表を用いて車両
分離を実行する。
【００５３】
　図６は、画像フレームにおける、「上流」と、「中流」と、「下流」と、を示した図で
ある。画像フレームは、例えば水平に三等分され、車両進入方向に対して上流にある長方
形領域を「上流」と定義する。同様に「中流」「下流」を定義する。
【００５４】
　図７は、「画像フレーム」と、「ＮＰ結果」と、「ＣＤ結果」と、「ナンバープレート
位置」と、の関係を示した図である。図７において、「画像フレーム１」から「画像フレ
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ーム４」の順に時間が経過するものとする。「ナンバープレート位置」において、「上流
」は「ナンバープレートが上流にある」ことを意味し、「中流」は「ナンバープレートが
中流にある」ことを意味し、「下流」（不図示）は「ナンバープレートが下流にある」こ
とを意味する。
【００５５】
　画像処理部２１は、「ＣＤ結果」が「○」である場合、第２の実施形態と同様に記録画
像フレームデータの候補を決め、記憶部２２に記憶させる。ここで画像処理部２１は、画
像フレームにおいて同一車両であれば現れるはずの無い位置に確度の高いナンバープレー
ト（車両番号等）が現れた場合、車両分離を実行する。
【００５６】
　画像処理部２１の動作を説明する。図７において、「画像フレーム１」に撮像された車
両１０１の「ＮＰ結果」として「○」が得られたとする。これにより画像処理部２１は、
車両番号等が「車両１０１」であることを判読する。また画像処理部２１は、図４に基づ
いて、「画像フレーム１」が「ＮＰ結果が○」かつ「ＣＤ結果が○」であるため、記録画
像フレームデータの候補として「画像フレーム１」を記憶部２２に記憶させる。車両番号
等「車両１０１」を得たため、画像処理部２１は、次画像フレーム以降の「ＮＰ結果」が
「×」であるか否かについて判定を開始する。
【００５７】
　次に「画像フレーム２」において、車両１０１の「ＮＰ結果」として「△」が得られた
とする。これにより画像処理部２１は、図４に基づいて、「ＮＰ結果が△」かつ「ＣＤ結
果が○」である「画像フレーム２」よりも「画像フレーム１」の優先順位が高いと認識す
る。このため画像処理部２１は、記録画像フレームデータの候補として「画像フレーム１
」を記憶部２２に記憶させたままとする。
【００５８】
　次に「画像フレーム３」において、車両１０１がさらに画像フレームに進入したことで
、画像処理部２１は「ＮＰ結果」として「×」を得たとする。画像処理部２１は、車両１
０１の「ＮＰ結果」が「×」となったので、次画像フレーム以降の「ＮＰ結果」が「○」
であるか否かについて判定を開始する。
【００５９】
　次に「画像フレーム４」において、車両１００がさらに画像フレームに進入したことで
、画像処理部２１は「ＮＰ結果」として「○」を得たとする。車両１０１であれば現れる
はずの無い「上流」位置に、確度が高い車両番号等、すなわち「ＮＰ結果」が「○」であ
る「車両１００」が現れたので、車両分離を実行し、第２の実施形態と同様に記録画像フ
レームデータを出力する。その他のブロックは、第２の実施形態と同様に動作する。
【００６０】
　画像処理部２１は、このように「ナンバープレート位置」を用いることで、読み取り間
違いが発生する可能性のある「ＮＰ結果」を補助し、車両分離の信頼性をより向上させる
。なお、図７に示した「ＮＰ結果」と、「ＣＤ結果」と、「ナンバープレート位置」と、
の関係は一例であって、ここで示した例に限定されなくてもよい。例えば、「ＮＰ結果」
として「○」が得られず、その代わりに「△」が得られていれば、その「△」が得られた
画像フレームデータを記録画像フレームデータとする、としてもよい。
【００６１】
　このように、本発明の第３の実施形態により、確実に通過車両を記録するために、前方
を走行する車両とその後方を走行する車両との車間距離が短い場合に、通過車両記録シス
テムが適切に車両分離することで、複数の車両につき１枚の画像フレームしか記録されな
いことで撮り逃しが発生するのを防止するので、車両の検知精度を向上させることができ
る。
【００６２】
　以上、画像処理部２１が前述のように「記録画像フレームデータ」を決めるので、通過
車両を記録した画像フレーム数を少なく抑えながら、確実に通過車両を記録することがで
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【００６３】
　以上、この発明の実施形態について図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等も含まれ
る。
【００６４】
　例えば、図６における画像フレームの領域は、さらに多くの領域が定義されてもよい。
また例えば、画像処理部２１は、「ナンバープレート位置」が「中流」または「下流」か
ら、次に「上流」となった場合に、「ＮＰ結果」に関わらず車両分離処理を実行する、と
してもよい。
【００６５】
　また、本発明に記載の撮像部は、撮像装置１０に対応し、ナンバープレート判読部は、
画像処理部２１に対応し、車両進入検知部は、画像処理部２１に対応し、車両通過期間判
定部は、画像処理部２１に対応し、記録画像フレーム決定部は、画像処理部２１に対応し
、画像データ記録部は、記録装置５０に対応する。
【００６６】
　また、図２、図３、図４、図５、図７に示す表を作成するためのプログラムをコンピュ
ータ読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムをコンピ
ュータシステムに読み込ませ、実行することにより、通信端末の実行処理を行ってもよい
。なお、ここでいう「コンピュータシステム」とは、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを
含むものであってもよい。
【００６７】
　また、「コンピュータシステム」は、ＷＷＷシステムを利用している場合であれば、ホ
ームページ提供環境（あるいは表示環境）も含むものとする。また、「コンピュータ読み
取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁気ディスク、ＲＯＭ、フラッシ
ュメモリ等の書き込み可能な不揮発性メモリ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータ
システムに内蔵されるハードディスク等の記憶装置のことをいう。
【００６８】
　さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワー
クや電話回線等の通信回線を介してプログラムが送信された場合のサーバやクライアント
となるコンピュータシステム内部の揮発性メモリ（例えばＤＲＡＭ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒ
ａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ））のように、一定時間プログラムを保持して
いるものも含むものとする。
　また、上記プログラムは、このプログラムを記憶装置等に格納したコンピュータシステ
ムから、伝送媒体を介して、あるいは、伝送媒体中の伝送波により他のコンピュータシス
テムに伝送されてもよい。ここで、プログラムを伝送する「伝送媒体」は、インターネッ
ト等のネットワーク（通信網）や電話回線等の通信回線（通信線）のように情報を伝送す
る機能を有する媒体のことをいう。
　また、上記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても良い。
さらに、前述した機能をコンピュータシステムにすでに記録されているプログラムとの組
み合わせで実現できるもの、いわゆる差分ファイル（差分プログラム）であっても良い。
【産業上の利用可能性】
【００６９】
　本発明は、画像処理によって通過車両を判定し画像フレームデータを記録する、通過車
両記録システムに好適である。
【符号の説明】
【００７０】
１０…撮像装置　１１…撮像範囲　２０…画像処理装置　２１…画像処理部　２２…記憶
部　３０…送信装置　４０…受信装置　５０…記録装置　１００…車両　１０１…車両
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